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２００９年度日本地球化学会年会のお知らせ�１

主催：日本地球化学会

会期：平成２１年９月１５日�～１７日

会場：広島大学理学部

東広島市鏡山１―３―１

JR山陽本線西条駅前からバス「広島大学」行

に乗り，「広大中央口」下車（所要時間約１５分）。

新幹線東広島駅から広島大学へのバスは，一

日数本しかなく不便です。

広島市中心部（原爆ドーム付近のバスセン

ター）からは，広島大学直通の高速バスがあり

ます（所要時間約５５分）。

アクセスについては，下記のサイトを参照下

さい。バスの時刻表も掲載されています。

http://www.hiroshima-u.ac.jp/category_view.

php?folder_name=access&lang=ja

内容：口頭発表及びポスター発表（今回は２００８年度年

会と同様に，すべての発表を３０程度のセッショ

ンの中で行います），学会賞記念講演，総会，

懇親会

締切：講演申込及び要旨提出（昨年と同様に，同時に

行ってください）７月１３日�（予定）
事前参加登録８月２８日�（割引料金を適用）

各種申込は学会のホームページ上から行いますが，

その詳細につきましては次号のニュース，あるいは学

会のホームページをご覧ください。なお，ホームペー

ジからの申込が困難な方は年会事務局にそれぞれの締

切の１週間前までにご連絡ください。

年会のホームページは４月１日に開設します。

関連イベント：第４回地球化学ショートコース（９月

１４日）（詳細は次号のニュースでお知らせし

ます）

小集会：学会の期間中の昼食時間，あるいは講演終了

後に小集会を行うことができます。希望のあ

るグループは年会事務局に問い合わせてくだ

さい。

年会事務局：

〒７３９―８５２６ 東広島市鏡山１―３―１

広島大学大学院理学研究科地球惑星システム学専攻内

E-mail: GSJ2009@hiroshima-u.ac.jp

学会からのお知らせ

●地球惑星科学連合の新体制

日本地球化学会会長 蒲生俊敬

日本地球惑星科学連合が，昨年１２月１日に一般社団

法人として再スタートしました。最終的には公益法人

化を目指しています。学協会が積極的に社会のニーズ

に応えるよう公益法人化が求められる風潮にありま

す。公益法人制度が最近改定されたこともその背景に

あります。現在は任意団体である日本地球化学会とし

ても，法人化を視野に入れて検討を始める時期に来て

いるように思われます。

日本地球化学会は，２００５年の旧連合設立当初よりこ

れに加わり，秋季に実施する年会とは別に，春季に開

催される連合大会において研究発表セッションを主宰

してきました。日本地球化学会の多くの会員が連合大

会でも活躍し，また学会からも連合のいくつかの委員

会に委員を派遣して連合の活動に貢献しています。今

後も，日本地球化学会の活動の一環として，このよう

な協力体制を維持していきたいと考えます。

さて日本地球惑星科学連合が社団法人化したことに

伴い，皆様には新たに会員登録を行う必要があります

（これまでの ID番号は継承されるそうです）。新た

に２，０００円の年会費（大学院生は１，０００円）が発生しま

す。これまで連合大会で研究発表をしてこられた方

は，ぜひ連合の個人会員に登録されることをお勧めし

ます。会員の特典として，連合大会の参加登録費が大

幅に割引され，これに年会費を上乗せしても，なお非

会員で参加登録するよりも安価となるためです。個人

会員への登録は，ウェブサイト http://www.jpgu.org/

に「個人会員登録」のボタンがありますので，ここか

ら行うことができます。

なお日本地球化学会は，団体会員として連合に加入

することが，２月１４日開催の評議員会で承認されまし

た。９月の総会での承認を経て加入手続を行う予定で

す。ただし日本地球化学会が連合の団体会員になって

も，日本地球化学会会員ひとりひとりに対して上記の

特典が適用されるわけではない（特典を受けるには個

人会員登録が必要）とのことですので，ご注意下さ

い。
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学会評議員会議事録

●２００８年度第３回議事録

日時：２００８年９月１６日� １３：００～１７：４５

場所：東京大学駒場キャンパス１２号館１２１１室

出席者：蒲生俊敬会長，海老原充副会長，石橋純一

郎，小畑元，佐野有司，鈴木勝彦，角皆潤，

平田岳史，南雅代（以上幹事），天川裕史，

岩森光，鍵裕之，北逸郎，中塚武，奈良岡浩，

野尻幸宏，日高洋，松尾基之，松本拓也，三

村耕一，圦本尚義（以上評議員）

１．２００８年度第２回評議員会議事録の承認

２．報告事項

� 庶務（小畑幹事）：【研究助成等】２００８年第１回鳥

居基金助成，条件付採択の２件は共に辞退；２００８年

第２回鳥居基金助成，応募１件，第１６回日産科学賞

推薦（７．２０）。【後援・共催等】共催：Goldschmidt

2008（バンクーバー・カナダ，７．１３～１８）；第４５回

アイソトープ・放射線研究発表会（７．２～４），協

賛：可視化情報学会全国講演会釧路２００８（釧路，

１０．１１～１２），日本地熱学会平成２０年学術講演会（金

沢，１０．２９～１１．１）。【庶務その他】学会賞等賞状・

メダル製作（９．１）；名誉会員証製作（９．１）。【幹事

会】２００８年９月６日，１３：００～１７：３０，東京大学海

洋研究所小講義室，第３回評議員会の議事内容につ

いて整理した（出席：蒲生・海老原・石橋・小畑・

佐野・鈴木・平田・南の各幹事）。

� 会計（南幹事）：２００８年度中間決算についての報

告があった。

� 会員（角皆会員幹事）：２００８年５～８月の会員異

動について報告があった。

【入会】

（５月）

一般正会員

９２８２５１９ 永石一弥 ナガイシカズヤ

㈱マリン・ワーク・ジャパン OD科学技

術部 高知海洋課

９２８２５３０ 柏木洋彦 カシワギヒロヒコ

学生会員（学生パック）

９２８２５２４ 林 和樹 ハヤシカズキ

名古屋大学環境学研究科地球環境科学専攻

９２８２５２５ 高田未緒 タカダミオ

東京大学海洋研究所先端海洋システム研究

センター

９２８２５２６ 豊島考作 トヨシマコウサク

東京大学海洋研究所先端海洋システム研究

センター

９２８２５２７ 亀田綾乃 カメダアヤノ

東京大学海洋研究所先端海洋システム研究

センター

（６月）

一般正会員

５２８２３２８ 井尻 暁 イジリアキラ

�独海洋研究開発機構地球内部変動研究セン
ター

９２８２５３１ 伊規須素子 イギスモトコ

東京工業大学理工学研究科地球惑星科学専

攻

９２８２５３３ 乙坂重嘉 オトサカシゲヨシ

�独日本原子力研究開発機構原子力基礎工学
研究部門

９２８２５３７ 浜田盛久 ハマダモリヒサ

京都大学大学院理学研究科地球熱学研究施

設

９２８２５３８ 北島宏輝 キタジマコウキ

東京大学海洋研究所先端海洋システム研究

センター

９２８２５３９ 國清智之 クニキヨトモユキ

株式会社ワールド測量設計調査部

９２８２５４３ 河上哲生 カワカミテツオ

京都大学大学院理学研究科地球惑星科学専

攻 地質学鉱物学教室

９２８２５４５ 宮崎雄三 ミヤザキユウゾウ

北海道大学低温科学研究所

学生会員（学生パック）

９２８２５２８ 柴田直弥 シバタナオヤ

東京大学理学系研究科化学専攻 海洋無機

化学研究室

９２８２５３５ 小倉 健 オグラタケシ

東京大学海洋研究所理学系研究科化学専攻

海洋無機化学分野

９２８２５４９ 児玉将大 コダママサヒロ

鹿児島大学理工学研究科地球環境科学専攻

９２８２５５０ 菅原春菜 スガハラハルナ

名古屋大学大学院環境学研究科地球化学講

座

（７月）
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一般正会員

９２８２５３４ 黒田潤一郎 クロダジュンイチロウ

�独海洋研究開発機構地球内部変動研究セン
ター

９２８２５４１ 藤永公一郎 フジナガコウイチロウ

東京大学工学系研究科システム創成学専攻

９２８２５４４ 加 三千宣 クワエミチノブ

愛媛大学沿岸環境科学研究センター 環境

動態解析分野

学生会員（学生パック）

９２８２５３６ 山崎誠子 ヤマサキセイコ

京都大学大学院理学研究科地球惑星科学専

攻 地質学鉱物学教室

９２８２５４７ 森下和彦 モリシタカズヒコ

大阪大学大学院理学研究科宇宙地球科学専

攻 松田研究室

９２８２５４８ 楠野葉瑠香 クスノハルカ

立正大学大学院地球環境科学研究科 環境

システム学専攻

９２８２５５７ 筒井 新 ツツイシン

九州大学大学院理学府地球惑星科学専攻

有機宇宙地球化学研究室

９２８２５５９ 江里口和隆 エリグチカズタカ

九州大学大学院理学府化学部門 反応分析

化学研究室

（８月）

一般正会員

９２８２５５４ 柏山祐一郎 カシヤマユウイチロウ

独立行政法人海洋研究開発機構地球内部変

動研究センター

９２８２５６７ 田上高広 タガミタカヒロ

京都大学大学院理学研究科地球惑星科学専

攻 地質学鉱物学教室

９２８２５６９ 小豆川勝見 ショウズガワカツミ

東京大学大学院総合文化研究科広域科学専

攻

９２８２５７０ 齊藤 敬 サイトウタカシ

大阪大学安全衛生管理部

学生会員（学生パック）

９２８２５５６ 大木誠吾 オオキセイゴ

九州大学大学院理学府地球惑星科学専攻

無機生物圏地球化学研究室

９２８２５５８ 城谷和代 シロヤカズヨ

東京大学理学系研究科地球惑星科学専攻

横山祐典研究室

９２８２５６０ 増川恭子 マスカワキョウコ

筑波大学生命環境科学研究科地球進化科学

専攻 林研究室

９２８２５６２ 牛江裕行 ウシエヒロユキ

東京大学海洋研究所海洋底科学部門 海洋

底テクトニクス分野

９２８２５６４ 伊佐純子 イサジュンコ

首都大学東京大学院理工学研究科分子物質

化学専攻 宇宙化学研究室海老原教授

９２８２５６５ 吉崎もと子 ヨシザキモトコ

東京工業大学理工学研究科地球惑星科学専

攻

９２８２５７６ 櫻井晴子 サクライハルコ

東京大学大学院理学系研究科附属地殻化学

実験施設

【退会】

（５月）

なし

（６月）

なし

（７月）

一般正会員

９２８１６８８ 中森 亨

学生正会員

２８２２９３ 浅田陽一

（８月）

なし

【会員種別変更】

（５月）

なし

（６月）

会員番号 会員名 変更前 変更後

９２８２２９０ 宮入陽介 学生正会員 一般正会員

（７月）

２８２２５９ 戸丸 仁 学生正会員 一般正会員

７２８１２４０ 今村峯雄 一般正会員 シニア正会員

９２８２３６７ 上原倫子 学生正会員 一般正会員

９２８２３７６ 大塚高弘 学生正会員 一般正会員

（８月）

９２８２４０７ 川島龍憲 学生正会員 一般正会員
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正会員 （一般）（学生）
通常

（学生）
修士パック

（シニア） 賛助会員 名誉会員 計 （海外会員）

２００８．４．３０ ９１３ （７５８） （６０） （４０） （５５） １１ ９ ９３３ （３９）

入会 ＋１７ ＋２０

退会 －１ －１

種別変更 ＋４ －５ ＋１

自動移行

海外へ移住 ＋１

海外より帰国 －２

２００８．８．３１ ９４８ （７７８） （５４） （６０） （５６） １１ ９ ９６８ （３８）

参考
２００７．７．３１ ９４１ （７６１） （６２） （６１） （５７） １１ １２ ９６０ （４０）

２００８年８月３１日現在の会員数

� 編集：

a．GJ（佐野幹事）：１月から，Vol．４２の No．１～４

までが予定通り発行され，No．５は１０月 No．６は１２

月に発行の予定であるとの報告があった。１月から

９月１２日までに７７編の論文が投稿され，受理及びほ

ぼ受理された論文が７編，却下された論文が２７編，

審査中の論文が３９編，AE選考中の論文が４編ある

ことが報告された。

b．地球化学（益田幹事）：２００８年度の編集状況につ

いて，１～３号まで予定通り発行されたことが報告

された。２００８年度では１１編の報文を受け付け，うち

２編が受理，８編が審査中，１編が却下となってい

る。総説は３編を受付，うち２編を受理し，１編を

審査中である。その他として，追悼記事を２編受

付，受理した。

c．ニュース（石橋幹事）：ニュースレター No．１９４

を発行し，ニュース電子メール版２００８No．６９～１１１

までの４２件を発信したとの報告があった。また，

ニュースレター No．１９５の編集予定が示された。

� 広報（鈴木幹事）：ホームページのフロントペー

ジの更新について報告があった。AOGS（釜山），

Goldschmidt会議２００８（バンクーバー），国際隕石

学会（松江）において，学会のパンフレット，GJ

Express Letterのチラシ，GJの CD-ROMを配布

する等，広報委員会を中心に行った広報活動につい

て報告があった。また，新たな試みとして，年会に

おけるハイライト講演をプレス発表することが報告

された。さらに，地球化学会からの講師派遣につい

ても検討中であるとの報告があった。

� 行事：

a．２００８年日本地球惑星科学連合大会（平田幹事）

：日本地球惑星科学連合２００８大会（５．２５～３０，幕張

メッセ国際会議場）についての報告があった。

b．２００８年ゴールドシュミット国際会議（平田幹

事）：Goldschmidt国際会議２００８（７．１３～１８，バン

クーバー・カナダ）についての報告があった。日本

地球化学会のパンフレットを会議参加者バッグに入

れ配布するとともに，Exhibitionブースが設置さ

れた。また，プレナリーセッションで，蒲生会長か

ら GJ賞が浜田盛久会員に授与されたことも報告さ

れた。２００９年はダボス（スイス）にて６．２２～２６の期

間に開催予定。

c．２００８年日本地球化学会年会準備状況（松尾評議

員）：２００８年の日本地球化学会第５５回年会につい

て，組織委員長（代表者）の松尾基之評議員から報

告があった。セッション数２８，講演申し込み数は

４２２件（招待６４，口頭２６０，ポスター９８件）となっ

た。口頭発表は A～Fの６会場で行うこととなった

ことが報告された。

d．第３回ショートコース（平田幹事）：第３回

ショートコースについての報告があった。定員５０名

のところ，５８名の参加があったことが報告された。

� 各種委員会：

a．鳥居基金選考委員会（野尻評議員）：２００８年度第

２回鳥居基金に１件の申請（海外渡航１件）があ

り，中村英人会員（北海道大学大学院理学院）の海

外渡航（24th International Meeting on Organic

Geochemistry，ブレーメン・ドイツ）を採択した。

また，今後の基金のあり方については，委員会で議

論を深めることとなった。

b．名誉会員推薦委員会（海老原名誉会員推薦委員会

委員長）：名誉会員推薦委員会において議論した結

果，杉崎隆一会員，綿抜邦彦会員を名誉会員候補者

として推薦することとなった経緯について報告が

あった。また，８月に行われた評議員による投票の

結果，両会員を名誉会員候補者とすることが決まっ

たことも報告された。

c．将来計画委員会（海老原将来計画委員会委員長）：

メイルベースによる将来計画委員会の議論が紹介さ

れた。GJについては，電子会員制度を積極的に推

進すること，ハード版と電子版パスワードの両方を

取得する会員については，何らかの対策を講じるこ

と，ページチャージについても積極的に推進するこ

と等の意見があったことが報告された。また，夜間

集会の議論の予定についても説明があった。

d．「地球と宇宙の化学事典」編集委員会（蒲生会

長）：全体の構成，章の構成についての説明があっ
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た。地球史（鈴木），古環境（南川），海洋（蒲生・

田上），海洋以外の水（益田），地表・大気（植松），

固体地球（岩森・中井），資源・エネルギー（篠原・

石橋），地球外物質（海老原・平田），環境（高橋）

という構成となり，それぞれの編集委員が担当す

る。

� 連合関係：

a．日本地球惑星連合（蒲生会長）：鍵裕之評議員が

新たに情報局委員となることが報告された。ま

た，２００８年度合同大会の日本地球化学会関連のセッ

ションは，「固体地球化学・惑星化学」，「非質量依

存同位体効果：新しい同位体地球化学に向けて」，

「大気化学」，「水循環・水環境」，「火山の熱水系」

であることが報告された。但し，全てのセッション

を把握できているかは，不明である。２００９年度合同

大会では「水循環・水環境」セッションの地球化学

会からのコンビナーが，杉本敦子会員から長尾誠也

会員に交替することが報告された。

b．日本化学連合関連（蒲生会長）：日本化学連合評

議員は蒲生会長が務め，日本化学連合理事は海老原

副会長が務めることが報告された。

	 IAGC関連（海老原副会長）：２００８年９月１日か

ら益田晴恵会員が，IAGCの新 councilメンバーと

なることが正式に決まり，任期は２０１２年までの４年

間であるとの報告があった。また，第２０期の日本学

術会議小委員会活動の総括と取りまとめが行われ，

第２１期の存続希望は「あり」と回答したとの報告が

あった。


 その他：小畑庶務幹事から，２００７年度総会で承認

された会則の変更点が示された。蒲生会長より，京

都大学化学研究所・東京大学地震研究所の「共同利

用・共同研究拠点認定」に対して，学会として要望

書を提出することが報告された。また，テラ学術出

版から，Geochemical Journalの販売価格を２００９年

度より再設定したい（Hard copy: US$ 290; Online

Version: US$ 290; Hard copy＋Online Version,

US$ 435）との申し入れがあったことが紹介され

た。さらに GJ冊子体の要・不要について，希望調

査を実施中との報告があった。

３．審議事項

� ２００７年度事業報告・２００８年度事業中間報告・２００９

年度事業計画：２００７年度事業報告・２００８年度事業中

間報告・２００９年度事業計画が小畑庶務幹事より示さ

れ，総会において承認を受けることが認められた。

� ２００７年度決算報告・２００８年度会計中間報告・２００９

年度予算：２００７年度決算報告・２００８年度会計中間報

告・２００９年度予算が南会計幹事より示され，総会に

おいて承認を受けることが認められた。

� ２００８年度総会議事次第：２００８年度総会における議

事次第が小畑庶務幹事により示され，承認された。

� 委員の選挙：２００９年度の学会賞等選考委員会，鳥

居基金委員について，一部改選が行われた。投票の

結果，学会賞等選考委員には海老原充会員，佐野有

司会員，鍵裕之会員が選ばれ，鳥居基金委員には平

田岳史会員が選ばれた。

� 会長経験者逝去に際しての学会の対応：海老原副

会長から，「名誉会員および会長経験者が逝去した

際には，「地球化学」誌に遺影および追悼文を掲載

する」ことを申し合わせ事項とすることが提案さ

れ，承認された。

� 名簿号の発行について（蒲生会長）：国際文献印

刷より提供されるMyPageというインターネット

上のサービスを試行的に利用していくことが承認さ

れた。名簿号の発行については，今後議論していく

こととなった。

� 年会における学生講演賞について：年会において

ここ数年，学生のポスター発表を年会実行委員会が

顕彰しているが，この賞を学生講演賞及びポスター

賞として学会が授与してはどうかという提案が，松

尾評議員，鍵評議員から行われた。具体的にどのよ

うな形が良いか，今後具体的に検討していくことと

なった。

� 「はやぶさ２」に関する学会声明文について：小

惑星サンプル回収方法として成功した「はやぶさ方

式」を継続的に実施するため，声明文を学会から発

表することが圦本評議員から提案された。今後，圦

本評議員が作成する声明文を評議員会で検討するこ

ととなった。

	 その他：小畑庶務幹事から，学会誌について，１

年経過した巻・Volumeについては各５０冊ずつ，２

～３年経過した巻・Volumeについては各２０冊ず

つ，４年以上経過した巻・Volumeについては各１０

冊ずつ国際文献印刷で保管することが提案され，承

認された。

【今後の予定】

２００９年第１回幹事会：２月７日�
海洋研究開発機構 東京事務所（新橋）１３：００から
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２００９年第１回評議員会：２月１４日�
海洋研究開発機構 東京事務所（新橋）１３：００から

研究集会報告とお知らせ

●鳥居基金助成実施報告

２００８年度第１回「鳥居基金」助成実施報告（TE‐５８）

氏名：竹谷 裕（東北大学大学院理学研究科地学専攻）

助成：国内研究集会

課題：２００８年度日本地球化学若手シンポジウム

地球化学若手会主催の「２００８年度日本地球化学若手

シンポジウム」が２００８年９月１９日から三日間にわたり

東京都の八王子セミナーハウスにおいて，年会と連続

で開催しました。本シンポジウムは，地球化学に携わ

る若手研究者が専門分野の垣根を超えて活発に議論や

交流を行い，より広い研究視野を養っていくことを目

的として開催され，今回で３０回目を迎えました。１５の

研究機関から４８名が参加し，その内訳は学部生３名，

修士２３名，博士１０名，PD以上９名，社会人３名でし

た。シンポジウムでは招待講演，口頭発表（１７件），

ポスター発表（１８件）が行われ，招待講演では下田玄

先生（産業技術総合研究所），須藤健悟先生（名古屋

大学），丸茂克美先生（産業技術総合研究所）の３名

を講師としてお招きし，最新の研究内容を交えつつ現

在精力的に行われている研究について講演して頂きま

した。

２０日にはスペシャルセッションとして「院卒社会人

と語る『地球化学の大学院の向こう側』」を開催しま

した。このセッションでは大学院を卒業した半分以上

の人がアカデミックでない職業に就職する中で，そう

いった学生に適切なアドバイスを行える院卒社会人を

お招きして院卒社会人の実状をパネルディスカッショ

ン形式で語って頂きました。今回は地球化学の大学院

を卒業された４名の院卒社会人に参加して頂き，「社

会で活きている大学院での経験」や「任期付という立

場についてどう考えるか」など１３の題材について議論

を行いました。また前日にはリクルートHRマーケ

ティング社の岡本伸也氏をお迎えし，企業側から見た

大学院生を雇用するメリットについてお話を頂きまし

た。岡本氏自身の経験も合わせ，１．研究室での生活

で培った社会適応力，２．論文などの作成を通じて得

た文章をまとめる能力，３．学会などの発表を通じて

得た相手に伝える能力，４．実験と考察を経て得た論

理的なアプローチ，の４つの素養において，院卒社会

人には突出したものがあるとのことでした。これらは

すべて研究生活を通じて得たヒューマンスペックであ

り，「入社時の年齢が高いことを考慮しても積極的に

雇用する価値がある」と考える企業も多いとのことで

した。

ここ数年は地方開催でしたが，今までの状況は幹事

への負担の一極集中，また参加者への旅費の一部負担

など運営面での課題がありました。今回はこれらの課

題を避けるために，�東京開催，�運営における役割
分担，�参加者への旅費負担の回避，�先生方からの
寄付金を募らない，など今までとは異なる運営方針で

の開催でしたが，本シンポジウムの目的を果たしつ

つ，非常に盛況で有意義なものとなりました。今後も

幹事を中心とした様々な大学の学生で役割分担を行い

つつ，継続的に東京で開催してこととなりました。

結びになりましたが，この度は鳥居基金の助成に

よって本シンポジウムの成功を収めることができまし

た。誠にありがとうございました。

写真１ 集合写真

写真２ 発表風景
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院生による研究室紹介 No．１１

富山大学大学院理工学教育部 生物圏環境科学専攻

環境化学計測第二講座

萩原崇史

第１１回目の「大学院生による研究室紹介」は，富山

大学大学院理工学教育部 生物圏環境科学専攻 修士

課程２年の萩原崇史（はぎわらたかし）が担当致しま

す。

環境化学計測第二講座は現在，佐竹洋教授，張勁教

授の教員２名と技術研究員２名，事務補佐員１名，大

学院生１４名（博士課程３名，修士課程１１名），学部生

５名，特別研究生１名の合計２５名が在籍しています。

構成員には，カメルーン，中国，ネパール，バングラ

ディッシュからの５名もおり，国際的です。また，理

学部客員教授として，日下部実岡山大学名誉教授もし

ばしば研究室にコミットされています。

私たちの研究室は，主に地球上の「水」を“地球化

学”しており，陸組（佐竹）は陸水を中心に，海組

（張）は海洋を中心に，地球環境とその変動の把握や

汚染状況等の影響評価を研究しています。

まず当研究室の測定装置ですが，主力は安定同位体

（PRISM マイクロマス社製）と誘導結合型プラズマ

質量分析計（ICP-MS, ELEMENTⅡ サーモエレクト

ロン社製；Aridus脱溶媒装置 CETAC連接）です。

現在，PRISMはδD，δ１８O，δ１５N，δ１３C，δ３４S，δ３７Cl

の６種類の同位体組成の計測が可能です。これらの同

位体比測定には，それぞれに適した真空ラインを用い

た試料精製装置を必要とします。私たちは先生方の指

導の元でそれぞれのラインを自作し，試料の分析に臨

んでおります。一方 ICP-MSは，現在進行中の国際

海洋生物地球化学プロジェクト「GEOTRACES」に

も使用されています。海水中の微量元素は極めて低濃

度である為，コンタミネーションが起こる可能性が高

く，ICP-MSはクリーンルームに設置されています。

また，測定までの試料の前処理にあたり，容器や器具

の洗浄は最低でも３日間かけています。このほかには

イオンクロマトグラフ（Metrohm社製５台・東ソー

社製１台）やガスクロマトグラフ（Shimadzu社製２

台），蛍光光度計（Turner社製），自動滴定装置

（Metrohm社製）などがあります。

研究内容に関して陸組では，北陸近辺の降水や積

雪，地下水，河川水，温泉水などを対象に，化学的・

同位体的研究を行っています。降水や積雪の調査は１０

写真１ 全体写真（前列左端が日下部実客員教授，２番目が佐竹洋教授，前列テーブル
の右が張勁教授，後列右端から５番目が筆者）
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年以上にわたって継続的に行われており，大陸から輸

送される物質が北陸の環境にどのような影響を与え，

過去から現在までどう変遷しているかを解明していま

す。また，地下水や温泉について，同位体組成や化学

成分から，それらの起源や地下深部の状態について研

究しています。最近では，地下水年代の推定に用いら

れる CFCsの測定装置を導入し，より正確な地下水

の挙動解明に努めています。また，窒素同位体組成の

測定には従来の前処理法を改良し，より簡便な測定法

の確立も試みています。

一方海組では，世界中の大洋や縁辺海における大

気，海水，海底堆積物中の物質を対象に，それらの化

学的・同位体的研究を行っています。特に，重点的に

調査を行っている日本海は世界海洋のミニチュア版と

呼ばれ，地球規模の気候変化に敏感に反応することか

ら，日本海の海水循環や変動を詳細に観測・解析する

ことで，地球温暖化へのフィードバックに関する機構

が解明されると期待されています。また，炭素・窒素

同位体比を用いて深海底に生息する生物の生態や深層

海流との関係，植物プランクトンの分布と栄養塩供

給・その変動に関する研究や，酸素同位体比・微量元

素濃度を用いてベーリング海における円石藻大量発生

のメカニズム解明の研究なども行っています。

研究テーマについて，自分たちの最も探究したい課

題を思案し，研究実行に最適な観測内容・計画や測定

機器の選定を指導教員からの助言をいただきながら，

自分たちで策定することも当研究室の特徴の一つで

す。まず第一は，「自分の試料は自分で採取するこ

と」が基本となっています。これは，試料が，いつ，

どこで，どのように採取され，どんな状態で保管され

たかが，のちの結果の考察に必須だからです。自ら試

料採取の場所を選定し，必要に応じて行政部署，企業

や個人宅にお邪魔をして手続きや交渉などをすること

も重要です。ある学生は３月の霊峰立山で深さ十数㍍

もある積雪を層別に採取したり，また，ある学生はそ

の立山山麓の魚津・黒部沖の海底水深数十㍍のところ

で湧出している地下水を自ら潜水して採取します。

私のことを例に挙げますと，私の卒業論文のテーマ

は「沿岸域における海底地下水湧出量測定法の開発と

片貝川扇状地沖でのアプローチ」でした。この研究の

現地条件に合う適切な測定方法や機器がなく，一から

その測定法を模索し，その完成に３年の時間を費やし

ました。開発途中で成功するのか不安もありました

が，測定法の理論を導き出し，現場に合った方法を確

立させ，測定機器を完成させたときの喜びや，得られ

た自信は何事にも代えがたい感動となりました。

正直言って，研究室に配属されると，はじめのうち

はかなり大変で，毎日が修羅場のようでした。しか

し，卒業していった先輩方からは，「社会人になった

ときに大きな財産になった」と良く聞いております。

週に１回のセミナーでは，各々の研究内容に沿った

論文紹介などが行われております。様々な研究分野に

関する勉強ができ，自分らの研究に生かそうと異なっ

た観点からの質問も多く出され，熱く切磋琢磨し合っ

ています。

また，私たちはアウトリーチにも積極的に携わって

います。２００２年以降（本年度で通算十数回），毎年の

夏に行われる富山県教育委員会主催の「日本海ゆめ航

海 海洋探検教室」では，海や環境に興味・関心のあ

る小学生親子と一緒に富山県立高等学校実習船「雄山

写真２ 誘導結合型プラズマ質量分析計（ELEMENTⅡ
サーモエレクトロン社製；Aridus 脱溶媒装置
CETAC連接）を操作中の柏麗麗技術研究員 写真３ 立山山麓での雪氷試料採取
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丸」に乗船し，海洋環境について理解を深める学習に

張先生の補助として参加しています。さらに，中・高

等学校での出前授業や，大学のオープンキャンパスに

も参加しています。

２００８年には，新湊漁業協同組合主催の「新湊白え

び，カニかに海鮮まつり」にも当研究室の学生が主体

となって参画しました。このまつりは新湊漁協の方々

が地元の特産物を紹介するために開催しているもので

すが，私たちが普段から海洋生物試料の入手にお世話

になっている漁協の要請に応じ，研究室を挙げて総勢

３０名が展示会場を設けて，二日間かけて来客に私たち

の研究成果や富山の環境の素晴らしさを分かりやすく

発表・説明しました。この活動を通して私たちの研究

を，多くの方々に知ってもらうことができました。

最後になりましたが，昨年は特筆すべきことがあり

ました。それは２００８年１１月，富山大学において「国際

GEOTRACES計画富山サミット」を開催したことで

す。このサミットでは世界１３カ国より各国の著名な海

洋学者たち全２４名（日本からは現日本地球化学会長の

蒲生俊敬教授と張勁教授が参加）が富山に集まり，今

後十数年間において世界７つの大洋を調査する国際

GEOTRACES計画の運営などについて議論されまし

た。私たち研究室のメンバー全員が一丸となってサ

ポートし，成功裏に終えることができました。これを

機に研究室のまとまりが更に高まって，一人一人の国

際性が増し，大学（院）生としての成長にも大きな成

果を得ることができました。

まだまだ紹介しきれないこともたくさんありますの

で，私たちの研究室に興味を持っていただいた方は，

こちらのWebサイト http://kureha.sci.u-toyama.ac.

jp/¯kanka2/index.htmlをご覧下さい。

書 評

『チャート・珪質堆積物―その堆積作用と続成作用―』

著者：服部 勇

出版：近未来社（名古屋）２００８年９月発行

ISBN：９７８―４―９０６４３１―２９―８

定価：５，５２４円

日本列島には，層状チャートをはじめとする珪質岩

が広く分布している。層状チャートに見られる「堅い

チャート層とその間に薄く挟まる頁岩層の繰り返し」

は，多くの人々にどのようにしてこのような綺麗な縞

模様ができたのか，と疑問を抱かせるに違いない。著

者である福井大学教育学部・服部勇博士は，名古屋大

学在学中から現在に至るまで，珪質堆積岩の野外調

査・顕微鏡観察等を継続され，チャート研究において

は世界的な水準を維持されている。特に，裸眼による

観察，レンズを通した観察，偏光ならびに電子顕微鏡

による観察と，視覚を総動員した情報を中心とし，本

書の中にも多数の写真がちりばめられている。シリカ

鉱物の美しさを本書を通して体感できるかもしれな

い。

本書は，五部構成からなっている。第一部では，基

礎知識となるシリカ鉱物の概説と「チャート」の定義

やその主な産状が紹介されている。特に，化学組成的

には非常に単純（SiO２～～１００％）であるにもかかわら

ず，多様な特徴を示すシリカ鉱物が紹介されている。

ちなみに，第一部で紹介されている正延性カルセド

ニーは著者が発見した鉱物である。第二部では，

チャートの中でのシリカ鉱物の微細構造が，多数の薄

片写真や電子顕微鏡写真とともに紹介されている。こ

れらの写真を見ながら読むことで，体感的に理解が可

能となる。第三部では，チャートを形成するシリカの

起源や層状チャートやノジュールチャートの形成プロ

セスを概説するとともに，続成過程におけるシリカ鉱

物の熟成過程が丁寧に説明されている。第四部では，

第三部までと趣を異にし，チャートの産状の他に，化

学組成や古地磁気・年代学などが概観されている。地

写真４ 日本海ゆめ航海 海洋探検教室での学生によ
る授業風景
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球化学者には，もう少し化学組成に関する記述が多い

ことが望まれるかもしれない。最後の第五部では，国

内の美濃・丹波帯のチャート，国外のチャート研究で

有名な地域における産状が紹介されている。そして，

最後に溶存シリカからチャートへの進化が纏められて

いる。

この紹介文を書いた山本は，層状チャートの地球化

学的研究により名古屋大学から博士号を授与された。

その研究の過程で，少なからず岩石薄片を見る機会も

あったが，専門家の見方と素人の目では全く異なるこ

とを本書を通じて再認識をした。本書全体を通して，

地質学・岩石学の教養的（一部専門的）な知識がない

と，取っつきにくいかもしれない。しかし，多くの写

真や図が，理解を助けてくれるに違いない。また，３４

ページにわたる合計６６９編の引用文献は，珪質堆積岩

研究の重要なデータベースとしても大いに役立つもの

と思われる。今後，珪質堆積岩の研究に携わる研究者

には必携の一冊といえる。

（名古屋大学・山本鋼志）

『海洋地球環境学～生物地球化学循環から読む』

著者：川幡穂高

出版：東京大学出版会

ISBN：９７８―４１３０６０７５２０

定価：３，７８０円

最近，海洋地球化学関連の講義に使用する教科書に

ついて頭を悩ませている。大学院では様々なバックグ

ラウンドを持った学生が講義を受講するため，基礎的

な内容から発展的な内容までを幅広くカバーできる教

科書があればありがたい。ただ，なかなか“これ一

冊”というものは見つからず，国内，海外のいろいろ

な教科書を参考にしているのが現状である。そんな折

り，本書が発刊されたので早速読んでみた。

本書は「第１部 地球表層環境システムの概略」と

「第２部 地球表層環境サブシステムの仕組み」の２

部からなっている。第１部では，まず，地圏，大気圏，

水圏，生物圏の概略が述べられている。この第１部

で，「地球環境を支配する化学原理」として，地球化

学でよく用いられる化学の基礎（元素の各論や化学平

衡論などの物理化学）が簡潔にまとまった形で記され

ている。講義を受講する多様な学生には，このような

基礎化学についても一通り解説しなければならないた

め，本書のようにまとまった記述があると講義に使用

しやすい。

次に「第２部 地球表層環境サブシステムの仕組

み」では，地球表層環境システムに影響を与える様々

な要因が各論として記述されている。本書の冒頭で著

者は「地球環境あるいは生物地球化学循環を扱ったこ

れまでの本は，液相・気相に重点をおいているものが

多いが，本書では固相に重点を置いて解説を試み

る。」と述べている。確かに，この第２部の各章の後

半は「固相に記録された環境情報」という形でまとめ

られているケースが多く，著者のこだわりを感じる。

また，著者が進めてきた研究の成果（例えば，「６．４

生物起源炭酸塩の生産と溶解」，「７．８ 沈降粒子束を

支配する海洋および気候因子」，「１０．４．４ 海底下での

熱水循環系」など）もふんだんに盛り込まれており，

本書を読んだ学生は“研究の熱さ”も実感できる。一

方で，本書では様々な文献のデータが手際よくまとめ

ている。ここにも，海洋地球環境について幅広い研究

を進めている著者らしさが表れていると思う。

海水（液相）を主な研究対象としている私には，こ

れまでに読んだことのない構成の本書であるが，海洋

地球化学の講義に必要なことはほぼ網羅されているよ

うに思える。大学院生，また海洋地球環境に興味をお

持ちの方には是非通読されることをお奨めする。

（東京大学海洋研究所・小畑元）
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